
平成24年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年11月9日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 インテージ 上場取引所 東 

コード番号 4326 URL http://www.intage.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 宮首 賢治

問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 工藤 理 TEL 03-5294-0111
四半期報告書提出予定日 平成23年11月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家・アナリスト向け）

1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 16,601 △2.6 873 △44.6 836 △45.7 432 △49.0

23年3月期第2四半期 17,042 8.2 1,576 19.4 1,542 18.9 848 34.5

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 396百万円 （△52.0％） 23年3月期第2四半期 825百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 43.00 ―

23年3月期第2四半期 84.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 24,659 13,660 55.4
23年3月期 24,660 13,757 55.8

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  13,654百万円 23年3月期  13,751百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00

24年3月期 ― 0.00

24年3月期（予想） ― 50.00 50.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,649 0.3 2,687 △22.5 2,641 △23.2 1,410 △26.4 140.24

s4700
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四 
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業 
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信 
資料P4「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
・当社は、平成23年11月16日（水）に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。その模様及び説明内容（音声）については、当日使用する決算
説明資料とともに、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 
・上記説明会のほかにも、当社では、個人投資家の皆様向けに適宜、事業・業績に関する説明会を開催しています。開催の予定等については、当社ホームページをご確認
ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 10,404,000 株 23年3月期 10,404,000 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 347,431 株 23年3月期 347,431 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 10,056,569 株 23年3月期2Q 10,056,714 株
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当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の混乱も回復に向かい、個人消費に

も持ち直しの兆しが見られました。他方、欧米諸国における債務問題に伴う市場不安から世界経済の減

速感が強まり、歴史的な円高水準の長期化などにより、企業の生産活動が停滞し先行き不透明な状況が

続いております。 

 こうした状況の下、当社グループの当第2四半期連結累計期間の連結業績は、売上高 16,601百万円

（前年同期比2.6%減）、営業利益 873百万円（同44.6%減）、経常利益836百万円（同45.7%減）、四半

期純利益 432百万円（同49.0%減）となりました。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりです。 

① 市場調査・コンサルティング 

 パネル調査分野は、SRI（全国小売店パネル調査）、SLI（全国女性消費者パネル調査）、Rep Track

（MR活動評価指標）が堅調に推移し増収となりましたが、SCI－personal（個人消費者パネル調査）へ

の投資を引き続き実施したことにより、増収減益となりました。 

 カスタムリサーチ分野は、震災の影響による経済環境の悪化を受けた4月、5月は減収となったもの

の、6月以降はインターネット調査を中心に回復基調に転じたことにより、増収増益となりました。 

 この結果、市場調査・コンサルティング事業の売上高は11,699百万円（前年同期比1.7%増）、営業利

益は823百万円（同28.1%減）となりました。 

  

② システムソリューション 

 システムソリューション事業は、震災の影響による旅行分野の業務量減少に伴い減収減益となりまし

た。 

 この結果、システムソリューション事業の売上高は2,205百万円（前年同期比8.3%減）、営業利益は1

百万円（同95.8%減）となりました。 

  

③ 医薬品開発支援 

 CRO（医薬品開発業務受託機関）業務では、モニタリング業務は新規案件の受注が増加したことによ

り増収となりましたが、データマネジメント業務における大型長期案件の受注が不調だったことによ

り、減収減益となりました。 

 この結果、医薬品開発支援事業の売上高は2,697百万円（前年同期比13.9%減）、営業利益は49百万円

（同87.7%減）となりました。 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（資産）  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ17百万円増加し、14,488百万円となりました。これは、受取手

形及び売掛金が1,209百万円減少しましたが、仕掛品が756百万円、現金及び預金が454百万円増加した

ことなどによるものです。  

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ17百万円減少し、10,171百万円となりました。これは、投資そ

の他の資産が107百万円増加したものの、有形固定資産が130百万円減少したことなどによるものです。 

 この結果、総資産は0百万円減少し、24,659百万円となりました。  

 （負債）  

 流動負債は、前連結会計年度末に比べ76百万円増加し、6,184百万円となりました。これは、未払法

人税等が531百万円、その他流動負債が229百万円減少しましたが、短期借入金が773百万円増加したこ

となどによるものです。  

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ19百万円増加し、4,814百万円となりました。これは、その他

固定負債が68百万円減少しましたが、長期借入金が50百万円、退職給付引当金が37百万円増加したこと

などによるものです。  

 この結果、負債合計は96百万円増加し、10,999百万円となりました。  

 （純資産）  

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べ96百万円減少し、13,660百万円となりました。これは、四半

期純利益の計上により432百万円増加しましたが、前期決算に係る配当金502百万円の支払いにより減少

したことなどによるものです。  

  

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

 当第2四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動に

より1,184百万円獲得しましたが、投資活動により898百万円使用し、財務活動により187百万円獲得し

た結果、前連結会計年度末に比べ454百万円増加し、4,791百万円となりました。 

 当第2四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第2四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は1,184百万円と前第2四半期連結累計

期間に比べ324百万円の減少となりました。これは主に仕入債務の減少額は減少したものの、税金等

調整前当期純利益が減少したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第2四半期連結累計期間における投資活動による資金収支は△898百万円と前第2四半期連結累計

期間に比べ201百万円の減少となりました。これは主に差入保証金の差入による支出は減少したもの

の、有形固定資産の取得による支出が増加したこと、および当第2四半期連結累計期間に事業譲受に

よる支出が発生したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第2四半期連結累計期間における営業活動による資金収支は187百万円と前第2四半期連結累計期

間に比べ403百万円の増加となりました。これは主に短期借入金の返済による支出は増加したもの

の、短期借入れによる収入が増加したこと、および長期借入れによる収入が増加したことによるもの

であります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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当第2四半期連結累計期間までの業績は、平成23年8月8日に発表いたしました「平成24年3月期第2四

半期連結累計期間における業績予想の公表に関するお知らせ」において公表した数値に対して売上高は

ほぼ同水準、利益は上回って推移いたしました。  

 第3四半期連結会計期間以降の市場調査・コンサルティング事業およびシステムソリューション事業

につきましてはほぼ計画どおりの業績を見込んでおりますが、医薬品開発支援事業におけるデータマネ

ジメント・解析業務の売上が伸び悩むことから、平成23年5月11日に発表いたしました通期予想を修正

いたします。通期の連結業績予想につきましては、本日公表いたしました「平成24年3月期通期連結業

績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

なお、業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実

際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,337,216 4,791,376

受取手形及び売掛金 7,462,074 6,252,878

仕掛品 1,336,074 2,092,418

貯蔵品 30,760 30,439

繰延税金資産 971,606 928,035

その他 338,011 397,979

貸倒引当金 △4,699 △4,699

流動資産合計 14,471,043 14,488,427

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,037,271 1,993,563

器具備品（純額） 439,110 400,653

土地 1,998,156 1,998,156

リース資産（純額） 755,995 706,063

その他（純額） 91 75

建設仮勘定 305 1,534

有形固定資産合計 5,230,930 5,100,046

無形固定資産

のれん 1,022,324 955,049

その他 1,326,641 1,399,763

無形固定資産合計 2,348,965 2,354,812

投資その他の資産

投資有価証券 233,092 232,716

繰延税金資産 1,096,469 1,228,591

その他 1,279,627 1,255,027

投資その他の資産合計 2,609,190 2,716,335

固定資産合計 10,189,086 10,171,194

資産合計 24,660,129 24,659,622
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,587,783 1,536,667

短期借入金 183,512 957,386

未払法人税等 1,046,059 514,421

賞与引当金 1,367,878 1,411,742

ポイント引当金 278,152 359,293

役員賞与引当金 21,500 11,800

その他 1,622,736 1,393,221

流動負債合計 6,107,622 6,184,532

固定負債

長期借入金 2,000,000 2,050,000

退職給付引当金 2,201,701 2,239,076

役員退職慰労引当金 29,000 29,000

その他 564,733 496,495

固定負債合計 4,795,434 4,814,572

負債合計 10,903,057 10,999,104

純資産の部

株主資本

資本金 1,681,400 1,681,400

資本剰余金 1,336,688 1,336,688

利益剰余金 11,302,819 11,232,444

自己株式 △532,923 △532,923

株主資本合計 13,787,984 13,717,609

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,552 8,768

為替換算調整勘定 △46,268 △71,792

その他の包括利益累計額合計 △36,716 △63,023

少数株主持分 5,804 5,931

純資産合計 13,757,072 13,660,517

負債純資産合計 24,660,129 24,659,622
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 17,042,621 16,601,415

売上原価 12,018,249 11,662,992

売上総利益 5,024,372 4,938,422

販売費及び一般管理費 3,447,736 4,064,863

営業利益 1,576,635 873,559

営業外収益

受取利息 979 977

受取配当金 3,128 3,426

受取保険金及び配当金 490 4,594

その他 10,378 13,623

営業外収益合計 14,976 22,621

営業外費用

支払利息 22,696 24,753

支払手数料 6,737 5,476

器具備品等除却損 1,218 2,231

為替差損 18,632 19,545

リース解約損 － 6,965

その他 191 349

営業外費用合計 49,475 59,321

経常利益 1,542,136 836,859

特別利益

株式割当益 10,304 －

受取保険金 45,438 －

特別利益合計 55,742 －

特別損失

移転関連費用 － 20,050

退職給付制度改定損 12,634 －

投資有価証券評価損 1,123 －

特別損失合計 13,758 20,050

税金等調整前四半期純利益 1,584,120 816,809

法人税、住民税及び事業税 845,143 473,225

法人税等調整額 △107,304 △88,014

法人税等合計 737,838 385,211

少数株主損益調整前四半期純利益 846,282 431,597

少数株主損失（△） △1,889 △855

四半期純利益 848,171 432,453
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 846,282 431,597

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,008 △783

為替換算調整勘定 △14,475 △34,730

その他の包括利益合計 △20,484 △35,513

四半期包括利益 825,797 396,084

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 827,967 406,147

少数株主に係る四半期包括利益 △2,170 △10,062
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,584,120 816,809

減価償却費 566,107 645,815

のれん償却額 187,143 166,155

退職給付制度改定損 12,634 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △66,141 37,375

賞与引当金の増減額（△は減少） 135,869 43,864

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △13,030 △9,700

貸倒引当金の増減額（△は減少） 281 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 70,480 81,141

投資有価証券評価損 1,123 －

受取利息及び受取配当金 △4,107 △4,403

支払利息 22,696 24,753

器具備品等除却損 1,218 2,231

株式割当益 △10,304 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,304,506 1,381,829

たな卸資産の増減額（△は増加） △891,962 △756,416

仕入債務の増減額（△は減少） △308,867 △55,847

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,797 △105,958

その他 △80,964 △69,352

小計 2,492,006 2,198,296

利息及び配当金の受取額 4,107 4,403

利息の支払額 △21,158 △24,362

法人税等の支払額 △966,232 △993,801

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,508,724 1,184,536

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,200 －

定期預金の払戻による収入 37,122 －

有形固定資産の取得による支出 △56,350 △298,797

投資有価証券の取得による支出 △8,401 △943

貸付けによる支出 △900 △1,230

貸付金の回収による収入 654 646

無形固定資産の取得による支出 △405,904 △391,486

子会社株式の取得による支出 － △5,090

事業譲受による支出 － △197,844

差入保証金の回収による収入 12,843 5,712

差入保証金の差入による支出 △248,100 △5,199

その他 △26,934 △3,977

投資活動によるキャッシュ・フロー △697,171 △898,211
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 600,000 1,062,640

短期借入金の返済による支出 － △269,012

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △212,000 △170,000

自己株式の取得による支出 △287 －

配当金の支払額 △501,446 △500,325

リース債務の返済による支出 △101,709 △135,415

財務活動によるキャッシュ・フロー △215,443 187,886

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,551 △20,051

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 601,660 454,160

現金及び現金同等物の期首残高 3,484,364 4,337,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,086,024 4,791,376
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   当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

 該当事項はありません。 

  

第1四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月4日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月4日）

を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）追加情報
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

 １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

 １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

   当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

 該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

（６）セグメント情報等

【セグメント情報】

報告セグメント
合計 
  

（千円）
市場調査・コンサ

ルティング 
(千円)

システムソリュー
ション 
(千円)

医薬品開発支援
(千円)

売上高

  外部顧客への売上高 11,503,925 2,404,694 3,134,002 17,042,621

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ―

計 11,503,925 2,404,694 3,134,002 17,042,621

セグメント利益 1,144,672 31,495 400,468 1,576,635

報告セグメント
合計 
  

（千円）
市場調査・コンサ

ルティング 
(千円)

システムソリュー
ション 
(千円)

医薬品開発支援
(千円)

売上高

  外部顧客への売上高 11,699,052 2,205,118 2,697,244 16,601,415

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ―

計 11,699,052 2,205,118 2,697,244 16,601,415

セグメント利益 823,186 1,314 49,058 873,559

（７）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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